
平成 30 年度春日井市道風記念館運営協議会議事要旨 

 

１ 開催日時  平成 30 年６月１日（金）午後１時 30 分～午後２時 30 分 

 

２ 開催場所  道風記念館 展示室兼会議室 

 

３ 出 席 者  会 長 中村 強 

委 員 安達健治（会長職務代理者） 

    河野園子 

後藤清勝 

櫻井芳昭 

    長谷川安市 

日比野典子 

    水谷栄太郎 

    山川  徹 

        文化スポーツ部長    長谷川 透 

        文化・生涯学習課長   内藤純子 

               課長補佐 伊藤英彦 

        道風記念館館長     落合 哲 

             主査     鈴川宏美 

             主事     大矢翔太 

        傍聴者 なし 

４ 議  題  ⑴ 平成 29 年度事業報告について 

        ⑵ 平成 30 年度事業計画について 

        ⑶ その他 

 

５ 会議資料  ⑴ 平成 29 年度事業報告 

        ⑵ 平成 30 年度事業計画 

６ 会議内容 

⑴ 部長あいさつ 

 ⑵ 会長選出 

   委員の互選により、中村強委員が会長に選出された。 

 ⑶ 会長あいさつ 

 ⑷ 会長職務代理者指名 

会長により、安達健治委員が会長職務代理者に指名された。 

 ⑸ 議事 



７ 議事内容 

⑴ 平成 29 年度事業報告について 

   平成 29 年度事業について報告した。次のような質疑応答・意見があった。 

 

   後藤委員  ・企画展「おののとうふう」のワークショップ参加者は市内

のどの地区の子どもたちが多いか。 

   落合館長  ・市内の全小学校にチラシを配布しており、各地区の子ども

たちが満遍なく参加している。 

   櫻井委員  ・道風の書臨書作品の応募点数について、一般の部や高校生

の部の秋萩帖に比べて、高校生の部の玉泉帖がきわめて多

いのはなぜか。 

中村会長  ・高校の芸術科書道では、漢字かな交じりの書、漢字、仮名

の３つの分野をすべて学習する。最初の学習で漢字かな交

じりの書を取り扱う。漢字、仮名の学習は、指導者によっ

て取り扱う分野に軽重の差が生まれる。また、選択する生

徒側から考えると、草書的な秋萩帖より行書的な玉泉帖の

ほうが親しみやすく表現しやすいのだろう。 

水谷委員  ・解説の文字の大きさなどは読みやすく工夫されていてよい。

作品保護のために展示の照度が低くされているので解説

が読みにくい。照明を工夫できないか。例えば、解説だけ

にスポットライトを当てて、楽に説明が読めるようになる

とよい。 

   落合館長  ・スポットライトをつけるとなると、電気工事が必要になる

ので難しい。読みやすくする方法を検討する。 

   水谷委員  ・広報について、書の愛好家、書の団体や組織などへのお知

らせはしているか。 

   落合館長  ・書関係の美術館や博物館、書に力をいれている大学、道風

展審査員、作品寄贈者などにチラシやポスターを送付して

いる。 

   水谷委員  ・文化センターや書道塾へはどのようか。 

   落合館長  ・文化センターには送付している。また、書の指導者に直接

案内をすることで、書道塾へは伝わっていると考えている。 

 

⑵ 平成 30 年度事業計画について 

   平成 30 年度事業計画について説明した。次のような質疑応答・意見があっ

た。 



 

   中村会長  ・企画はよく考えられているが、鑑賞者が少ない。何か集客

の方法はないか。 

   落合館長  ・チラシを配り、ホームページなどの充実をしてＰＲに努め

ているが、なかなか来館者数が増えず苦慮している。館蔵

品展については、展示品にわかりやすい読みをつけたり、

会期中に展示品解説の日を設けて書はわからないという人

に簡単な説明をしたり、工夫をしている。また、琉球の書

では講演会や琉球舞踊の公演を開催するなどして、さらに

集客の工夫を凝らすつもりである。 

   水谷委員  ・琉球の書について、都道府県に沖縄県人会がある。近県の

沖縄県人会にも特別展開催の案内をするとよい。 

   落合館長  ・愛知県の沖縄県人会の世話役の方にお願いをしている。愛

知県内の琉球料理店にもチラシの設置を依頼するつもりで

ある。 

   安達委員  ・講座の回数を増やすことはできないか。 

   落合館長  ・現在は、４回の講座、６回の講座の計 10 回開催している。

講師をお願いする先生のご負担もある。 

安達委員  ・通年の講座を開催し、受講後に修了証を出すとか、知名度

の高い先生を呼ぶとか何か工夫があるとよい。 

   落合館長  ・検討する。 

      

 ⑶ その他 

道風記念館事業運営について、次のような質疑応答・意見があった。 

 

水谷委員  ・外部にある資料の調査はしているか。 

   落合館長  ・事業で手がまわらない状況である。 

   水谷委員  ・大変だと思うが、今後の企画の幅を広げるためにも、学芸

員の質の向上のためにも取り組んでほしい。 

後藤委員  ・ＰＲについて、「道風の生誕伝説地」の看板が少ない。あち

らこちらの民家や店にＰＲのチラシが貼られており、その

地を通行すれば、必ず目にするような地域もある。これも

一つの手段ではないか。その他、例えば道風くんをもっと

使って小学校の行事に参加させてＰＲするのはどうか。 

内藤課長  ・道風くんは色々な事業のＰＲ時に使用している他、貸し出

しもしており、保育園などでもよく利用がある。小学校の 



行事等でも利用してもらえるとよい。 

長谷川部長 ・企業にも無料で貸し出している。好評をいただいている。 

 

上記のとおり春日井市道風記念館運営協議会の議事の経過及びその結果

を明確にするために、この議事要旨を作成し会長及び出席委員１名が署名及

び押印する。 

 

 平成３０年６月１３日 

 

 

                 会 長  中  村    強 

 

 

                 委 員  安  達  健  治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


